




我々の研究班は,『重複障害児の家庭療育に関する研究』という主題のもと,在宅障害児の

対象を，最近,増加傾向をしめし厚生行政対策として考慮せねばならなくなってきている重

複障害脳性麻痺児と重症心身障害児(重症児と略す)の二種類に焦点をあて研究している。

又その対象児を（Ⅰ）肢体不自由児施設における母子入園児及び外来通園児,(Ⅱ）母子通

園施設通園児,(Ⅲ)在宅重症児の三種に分けてその実態と問題点を調査し,良い在宅療育法

を見出すべく研究している。 

以下本年の研究実績の概要について論じてみたい。 


